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はじめに 

 令和６年３月５日，６日に，公立高等学校入学者選抜学力検査を実施しました。 

 検査問題の出題にあたっては，中学校における学習指導要領の実践を踏まえ，小学校から中学校

（義務教育学校後期課程）までに習得した知識・技能及びこれらを活用して課題解決するために必

要な思考力・判断力・表現力が検査できるように留意したところです。 

 この冊子では，公立高等学校への出願状況等や学力検査の得点などについて集計した結果に加

え，「今年の特徴的な問題」で，各教科の「問題のねらい」や「指導上のポイント」を紹介してい

ます。小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，それぞれの立場から，学習指導の改善充実を図

るための資料として活用してください。 

 

１ 第一次入学者選抜の状況について（推薦入学者選抜等に係る人数を含む。） 

定 時 制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

６ 年 度 5,894 760 1,840 1,960 520 718 11,692 84 11,776

５ 年 度 5,962 760 1,840 1,960 520 718 11,760 84 11,844

６ 年 度 5,507 411 1,485 1,686 411 432 9,932 54 9,986

５ 年 度 5,372 387 1,560 1,512 434 425 9,690 40 9,730

６ 年 度 5,321 398 1,433 1,653 405 420 9,630 48 9,678

５ 年 度 5,176 376 1,502 1,479 426 413 9,372 35 9,407

６ 年 度 4,851 373 1,372 1,572 397 410 8,975 48 9,023

５ 年 度 4,744 358 1,485 1,460 411 406 8,864 36 8,900

６ 年 度 0.90 0.52 0.78 0.84 0.78 0.58 0.82 0.57 0.82

５ 年 度 0.87 0.49 0.82 0.75 0.82 0.58 0.80 0.42 0.79

全 日 制
全定合計

学 科

合 格
者 数

受 検
倍 率

募 集
定 員

出 願
者 数

受 検
者 数

課 程

・ 開陽高校の第３回・第４回入学者選抜に係る人数を含まない。 

・ 普通には，普通科，ミライデザイン科，理数科，文理科学科，文理科，情報科学科，体育科，
音楽科，美術科，スポーツ健康科，アスリートスポーツ科が含まれる。 

・ 受検倍率は，（受検者数）÷（募集定員）として算出している。  

（参考）推薦入学者選抜，連携型中高一貫教育校入学者選抜及び帰国生徒等特別入学者選抜の状況 

定 時 制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

409 17 90 124 35 12 687 9 696

409 17 90 124 35 12 687 9 696

361 17 90 124 35 11 638 7 645合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

 

・ 推薦入学者選抜には，自己推薦入学者選抜を含む。 

 

（参考）第二次入学者選抜の状況 

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

1,043 387 468 388 123 308 2,717 36 2,753

80 10 6 12 5 9 122 1 123

79 10 6 12 5 8 120 1 121

72 5 5 10 5 5 102 1 103合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

募 集 定 員
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２ 総得点について（全日制，定時制合計） 

   ※ この項以降のデータは，すべて学力検査受検者についてである。 

                  

 (1) 受検者の得点分布      （％） 

                                                           

 ・ 平均点は前年度に比べて 7.1 点 

  下がった。 

                          

令和６年度 240.0 

令和５年度 247.1 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

 

  

 

 

(2) 受検者(400 点以上・360 点以上・100 点未満)，合格者(100 点未満)の年度別推移 

 

0 25 50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400 425

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

24 49 74 99 124 149 174 199 224 249 274 299 324 349 374 399 424 450

0.0 0.1 1.0 2.3 4.6 6.7 7.6 10.2 10.2 11.2 10.9 9.9 8.3 7.5 6.3 3.1 0.3 0.0 240.0

得 点 分 布

平均点

受 検

者 数

４ ０ ０ 点

以 上 の

人 数

４ ０ ０ 点

以 上 の

割 合 (%)

３ ６ ０ 点

以 上 の

人 数

３ ６ ０ 点

以 上 の

割 合 (%)

１ ０ ０ 点

未 満 の

人 数

１ ０ ０ 点

未 満 の

割 合 (%)

合 格

者 数

１ ０ ０ 点

未 満 の

人 数

１ ０ ０ 点

未 満 の

割 合 (%)

１００点未満

の 受検 者に

対 す る 割 合

(%)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 8,957 24 0.27 593 6.62 308 3.44 8,279 223 2.69 72.4

5 8,735 98 1.12 871 9.97 331 3.79 8,216 271 3.30 81.9

4 8,873 86 0.97 754 8.50 302 3.40 8,165 241 2.95 79.8

3 8,798 122 1.39 977 11.10 413 4.69 8,144 342 4.20 82.8

2 9,194 35 0.38 569 6.19 401 4.36 8,564 315 3.68 78.6

年

度

受 検 者 合 格 者

100
A
B

 100
A
C

 100
A
D

 100
E
F

 100 
D
F

（点） 

※ 得点分布は％で示している。
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３ 各教科の平均点等について（全日制，定時制合計） 

 (1) 各教科の平均点 

  

区
分

総 得 点 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語

普 通 280.8 61.0 57.6 51.6 57.8 52.7

専 門 190.6 47.5 39.4 34.3 37.8 31.6

計 240.5 55.0 49.5 43.9 48.9 43.3

128.4 36.5 25.9 22.8 22.1 19.7

240.0 54.9 49.4 43.8 48.8 43.2

普 通 280.0 61.1 57.4 51.4 57.5 52.5

専 門 193.5 48.2 40.0 34.8 38.4 32.1

計 240.1 55.2 49.4 43.8 48.7 43.1

131.2 38.2 26.4 23.3 23.0 20.3

239.6 55.1 49.3 43.7 48.6 43.0

課 程 ・ 学 科

合

格

者

全
日
制

定 時 制

全 定 計

全
日
制

定 時 制

全 定 計

受

検

者

 

※ 普通には，普通科，ミライデザイン科，理数科，文理科学科，文理科，情報科学科，体育科，音楽科，美

術科，スポーツ健康科，アスリートスポーツ科が含まれる。専門には，総合学科が含まれる。 

 

 

 

 (2) 受検者の平均点の年度別推移 

年
度

総 得 点 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語

6 240.0 54.9 49.4 43.8 48.8 43.2

5 247.1 51.1 51.5 47.0 50.1 47.4

4 243.5 57.8 53.1 39.0 53.9 39.6

3 248.5 50.4 51.2 47.3 47.5 52.1

2 236.2 55.1 48.4 42.3 43.0 47.5
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 (3) 各教科における受検者の得点分布及びそのグラフ 

※ 得点分布は％で示している。 

 

ア 国 語                   イ 社 会     

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 数 学         エ 理 科     

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 英 語      

 

 

 

 

 

 

 

0～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～70 71～80 81～90

国 語 0.4 1.6 4.6 10.0 18.0 25.3 26.6 12.8 0.7

社 会 0.8 5.0 10.1 15.7 18.9 19.7 17.8 11.3 0.7

数 学 1.0 8.0 15.7 19.4 19.9 16.8 13.4 5.3 0.5

理 科 1.0 7.1 11.5 15.1 17.7 17.6 15.3 11.1 3.7

英 語 1.6 10.6 17.8 18.5 16.5 13.6 11.3 8.2 1.9

教 科
得 点 分 布

（   ）内は平均点 
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４ 目安点をめぐる状況について                           

 (1) 目安点未満の人数推移（過去５年間）                  

※ 目安点は，基礎的内容の設問の合計点であり，国語・社会・数学・理科においては，小学校教材及びそ

の関連教材の内容を含んでいる。 

 

 (2) 目安点未満の地区別状況（出身中学校所在地区別） 

鹿 児 島 3,638 人 0.9 ％ 2.7 ％ 4.3 ％ 4.4 ％ 6.3 ％ 1.9 ％ 1.7 ％ 1.6 ％

南 薩 618 人 1.0 ％ 3.9 ％ 7.6 ％ 7.0 ％ 13.1 ％ 2.6 ％ 2.3 ％ 2.8 ％

北 薩 1,076 人 1.5 ％ 4.5 ％ 7.2 ％ 5.5 ％ 9.6 ％ 2.9 ％ 2.5 ％ 2.7 ％

姶 良 ・ 伊 佐 1,486 人 1.1 ％ 3.9 ％ 5.3 ％ 5.2 ％ 7.1 ％ 2.0 ％ 3.1 ％ 2.7 ％

大 隅 1,012 人 1.5 ％ 4.4 ％ 6.7 ％ 7.1 ％ 9.0 ％ 3.0 ％ 3.1 ％ 3.7 ％

熊 毛 225 人 0.9 ％ 2.2 ％ 7.1 ％ 5.3 ％ 8.0 ％ 0.9 ％ 2.9 ％ 0.8 ％

大 島 651 人 3.8 ％ 6.6 ％ 8.6 ％ 9.5 ％ 11.7 ％ 4.8 ％ 3.6 ％ 3.5 ％

県 全 体 8,957 人 1.3 ％ 3.7 ％ 5.6 ％ 5.5 ％ 8.0 ％ 2.4 ％ 2.4 ％ 2.3 ％

地 区
　　　目安点

受検者 18点 18点 18点 18点 Ｒ５18点 Ｒ４

国語 社会 数学 理科 英語 総得点（目安点：90点）

Ｒ６

 

※ 鹿大教育学部附属中学校，私立中学校等からの受検者数 251 人については，地区別人数に含まない。 

　　　　　　　　　　　　　年度
　　教科等 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度

国 語 115( 1.3%) 214( 2.4%) 86( 1.0%) 188( 2.1%) 85( 0.9%)

社 会 328( 3.7%) 385( 4.4%) 388( 4.4%) 497( 5.6%) 396( 4.3%)

数 学 504( 5.6%) 560( 6.4%) 1,147(12.9%) 639( 7.3%) 739( 8.0%)

理 科 490( 5.5%) 294( 3.4%) 131( 1.5%) 652( 7.4%) 858( 9.3%)

英 語 714( 8.0%) 411( 4.7%) 879( 9.9%) 338( 3.8%) 749( 8.1%)

  ５教科総点が目安点
  未満の人数

  211( 2.4%)   212( 2.4%)   207( 2.3%)   288( 3.3%)   290( 3.2%)

 目安点未満の教科を１
 教科以上持つ実人数

1,164(13.0%) 1,026(11.7%) 1,645(18.5%) 1,157(13.2%) 1,458(15.9%)

受 検 者 総 数 8,957 8,735 8,873 8,798 9,194

単位 人 
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 (3) 過去５年間の基本的な「読み・書き・算」をめぐる状況 

 

【国 語】 

 

 

【数 学】 

年 度

計 算 式 41－７×５ 3/4÷9/8＋1/2 63÷９－２ （1/2－1/5)×1/3 ４×８－５ １/２＋７/９÷７/３

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

年 度

計 算 式 ５×４＋７ ２/３－３/５÷９/２ ８÷４＋６ １/２＋９/10×５/３

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

令和４年度令和５年度

444

5.0

423

284

3.2

4.64.0

915

10.4

2.2 7.9

800

8.7

743

352

令和３年度 令和２年度

690

令和６年度

8.3

218

2.5

197

 

年 度

読 み 負 荷 嗅 覚 廃（れる） 陶 酔 怠 (る ) 頒布 固 唾 嫉妬 浸(る) 縁 側 招致 研(ぐ) 観衆 祈(って) 誓(った)

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

年 度

書 き 取 り 唱（える） 温 厚 忠 誠 浴(びる) 警 告 風 潮 粉薬 裁 ( く ) 鉱 脈 貯蔵 耕(す) 額 勇(ましい) 幕 冷 静

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度令和６年度

令和５年度令和６年度

4,521

51.7

5,176

令和４年度

1,793

20.5

1,836

21.0

2,378

27.2

524

5.7

519

5.9

552

6.0

506

5.5

5,132

57.3

1,012

11.4

1,734

19.759.2

4,031

46.1

4,525 1,135

12.9

4,308

48.1 51.0

80

0.9

1,487

16.6

2,544

28.4

582

6.5

4,550

50.8

令和３年度 令和２年度

772

8.7

1,216

13.7

3,256

36.7

3,846

43.7

3,669

39.9

2,179

23.7

2,042

23.2

4,700

53.4

2,354

25.6
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５ 今年の特徴的な問題

(1) 国語における特徴的な問題

【古典の文章】

３ ４ 次は、本文の内容をもとに先生と生徒が話し合っている場面です。 Ⅰ ～ Ⅲ

に適当な言葉を補い、会話を完成させなさい。

（中略）

先生 「なるほど。実は、この話のもとになったと思われる話があります。次の【資料】

は、その話の最後の場面を現代語訳したものです。これも踏まえて考えてみましょ

う。」

［問題のねらい］

○ 現代語訳や語注を手掛かりに作品を読み，古典に表われたものの見方や考え方を読み取

る力をみました。

［指導上のポイント］

○ 古典に表われたものの見方や考え方を知るためには，古典の易しい現代語訳や語注，古

典について解説した文章などが手掛かりとなります。生徒たちがこれらを生かして作品を

読むことにより，そこに描かれている情景や登場人物の心情などについて想像できるよう

留意することが大切です。

また，関連する本や文章などを紹介したり，音声や映像メディアを活用したりするなど

指導上のさまざまな工夫が考えられます。

【文学的な文章】

４ ３ 次のア～ウの航大の行動や心情を、話の展開に沿って順番に並べ替えるとどのよう

になりますか。ア、イ、ウを適切に並べ替えて書きなさい。

［問題のねらい］

○ 場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉える力をみ

ました。

［指導上のポイント］

○ 文学的な文章を読むためには，文章の中の時間的，空間的な場面の展開，登場人物の相

互関係や心情の変化，行動や情景の描写などに注意することが大切です。

指導にあたっては，例えば，第１学年の〔知識及び技能〕の⑴「ウ 事象や行為，心情

を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意し

て話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。」などとの関連

を図ることが考えられます。
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１ 

２ 

(2) 社会における特徴的な問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［問題のねらい］ 
  ○ 地理的分野では，地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置

や分布，場所等に着目して，思考・判断する力が必要です。この問題においては，
北海道南東部沿岸地域における濃霧発生の仕組みを問いました。 

［指導上のポイント］ 
○ 地理的な用語をそのまま暗記するような指導ではなく，その現象が起きるメカ

ニズムを基本的な原理から論理的に理解できるような指導が必要です。 
○ 地理的分野の学習で用いられる資料の中でも最も重要なのは地図です。特に地

図帳は一般図や主題図，その他統計や写真など多くの地理情報を含み，位置や地
形の確認もできます。地図帳を積極的に活用できるような指導が必要です。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［問題のねらい］  
○ 歴史的分野においては，歴史に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色や，

事象どうしの関連を多面的・多角的に考察する力を養うことが重要です。この問
題では，第一次石油危機について，複数の資料から必要な情報を読み取り，説明
する力を問う問題を出題しました。         

［指導上のポイント］ 
○ 歴史的分野では，「どのような時代だったのか」，「どのような影響を与えた

のか」，「前の時代とどのように変わったのか」等の視点に着目して考えたり，
表現したりすることを意識させた学習の指導が大切です。また，自分たちの「今」
に直結させながら現代史の学習を行っていく必要があります。 
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(3) 数学における特徴的な問題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問題のねらい］ 

○ 関数の値や平均の速さについて，基礎的・基本的な知識及び技能をみました。 

○ 二次方程式を利用して解決するための思考力，判断力，表現力をみました。また，条件を変え

たときの時間と速さの関係についての思考力，判断力をみる問題を出題しました。 

［指導上のポイント］ 

○ 日常生活や社会の事象などの具体的な場面の中にある数量の関係について，既習の関数を活用

して式，表，グラフを用いて表現し，明らかになった事柄を他者に説明するような場面が必要で

す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問題のねらい］ 

○ 円周角の定理や正三角形の性質についての知識及び技能，更にそれを活用する能力をみました。 

○ 図形に対する数学的な見方・考え方を基に，三角形の辺の長さや面積を求めるための思考力，

判断力，表現力をみる問題を出題しました。 

［指導上のポイント］ 

○ 図形の構成要素に着目し，図形の性質や関係性を用いて，論理的に考察する力を養っていく活

動が必要であり，その涵養にはタブレット等のＩＣＴの活用が有効です。また，深い学びを実現

するためには，見通しをもって問題を発見する活動を行うことや課題に対して主体的・対話的に

取り組ませることも大切です。 
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 (4) 理科における特徴的な問題 

３ 

[問題のねらい］ 

 ○ 金属を題材に，グラフを用いて，物質を推定する思考力をみました。計算から求める方法が

ありますが，原点を通る直線の傾きが密度を表していることから，グラフを利用した考え方も

あることに気付くことが重要です。 

[指導上のポイント］ 

  ○ 授業の実験で扱う様々なデータをグラフで表してみて，そこから規則性を見い出すなど，新

たな疑問や気付いたことに対して自ら思考を働かせることができるような指導が必要です。 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

[問題のねらい］ 

  ○ ばねとばねばかりを用いた実験を題材に，二つのばねばかりにはたらく力の合力に関する理

解及び思考力とグラフを読み取る力をみました。 

 [指導上のポイント］ 

  ○ 実験における様々な設定場面において，見通しを持って仮説を設定したり，結果を表などに

まとめたり，グラフをかいて分析・解釈をしたりすることが大事です。結果を考察する場面で

は，自分の考えをまとめる場を設定し，その上で他者と話し合いや振り返りができるように

し，その際，考察の根拠をしっかり持って表現できるよう適宜発問や助言を工夫しましょう。 
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 (5) 英語における特徴的な問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問題のねらい］ 

  ○ 「書くこと」に関して，知識・技能をみました。 

[指導上のポイント］ 

   ○ 動詞の時制及び相の知識・技能を図る問題では，目的・場面・状況を理解し，適切な文法事

項を選択し活用する力が必要です。授業においては，コミュニケーションの目的に合わせて表

現する力や文法を使用させる活動を増やすことが大切です。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

[問題のねらい］ 

○ 状況を把握した上で，伝えるべき内容を指定された語数の英文で書く力をみました。 

  [指導上のポイント］ 

   ○ ４枚の絵に示された情報をもとに，過去形や過去進行形などを使って，他者に状況を伝える

英文を書く力が必要とされます。また話の流れを伝えられるよう，Then や Finally，Next な

どの話の展開を示すつなぎ言葉を効果的に使用させることが大切です。 

   ○ 語数が指定されているので，過不足なく書けるようにするために，１コマ１コマを適切な語

句を使って表現できるよう，日常生活の中の経験や出来事などについて，互いに英語で伝え合

う活動を豊富に取り入れることが大切です。 

２ 

２ 
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６　国語について

学年
％

1

1 (1) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小４ ☆

(2) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小３小５

(3) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小４小４

(4) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小３中
(5) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小６中
(6) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中

2 書写（我が国の言語文化に関する事項） 中

・

・

2

1 空欄補充（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中２
2 熟語の読み方（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中２

Ⅰ 内容の理解（読むこと） 中２
Ⅱ 内容の理解（読むこと） 中２

4 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中３ 34.8

5 内容の理解（読むこと） 中２

・

・

・

,
3 古典の文章

1 歴史的仮名遣い（我が国の言語文化に関する事項） 中１ ☆

2 内容の理解（読むこと） 中２
3 内容の理解（読むこと） 中２

Ⅰ 内容の理解（話すこと・聞くこと） 中３
Ⅱ 内容の理解（話すこと・聞くこと） 中３
Ⅲ 主題の理解（話すこと・聞くこと） 中３

・

・

4 44.7

1 心情の理解（読むこと） 中２
Ⅰ 内容の理解（読むこと） 中１
Ⅱ 内容の理解（読むこと） 中１
Ⅲ 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中２

3 心情の理解（読むこと） 中１
4 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中３

・
・
・

5

作文（書くこと） 小～中

・
・

・

75.0

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

98.2

90.4

32.2

89.4

　意欲的な答案がみられた一方で，主述の照応が不適切な答案や，誤字や脱字のある答案もみられた。
今回は，近年増加傾向にある本県の在留外国人に関する二つの資料を読み取り，自分の意見について適切な表現で書く力を

みる問題を出題したが，第一段落において，片方の資料にしか触れられていないもの，また，第一段落と第二段落のつながりが読
み取れないものがみられた。また，「私たちにできること」について，抽象的，表面的な内容であったり，「外国人への対応」である視
点が欠けていたりするものも見られた。

学習場面において，文章の構成や展開を工夫させる指導，表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の考え
が分かりやすく伝わる文章になるよう工夫させる指導を取り入れる必要がある。

71.1

81.9

76.8

53.5

20.1

80

大問全体の正答率は68.2％で，昨年の65.1％からするとやや高くなった。⑷「負荷」⑸「嗅覚」の読みは正答率８割を超え，概ね
できていた。⑵「温厚」については，「温」は書けていたものの，「厚」については誤答や空欄となっているものがあり，正答率は５割
に届かなかった。また，⑹の「廃れる」については，「はいれる」「やぶれる」「くされる」など，さまざまな誤答がみられた。漢字の書き
については，文や文章の中で使い慣れるために，実際に書く活動を通して，漢字を正しく用いる態度と習慣を養うような指導の工
夫が必要である。

小問２の正答率は8５.2％であり，昨年の8１.４％と同様，８割を超えた。行書の特徴として，点や画が連続したり，省略されたりする
場合があることなどを理解させる指導が引き続き求められる。

小問１は我が国の言語文化に関する事項を問う問題であった。正答率は98.2％と高く，基礎的な力は身に付いていると考えられ
る。古典の世界に親しむためには，音読に必要な文語のきまりを知り，繰り返し音読して，その独特のリズムに気付かせることが必
要である。

小問４では，先生と生徒の会話の流れを丁寧に読み取ることや，資料を手掛かりに本文を読み取ることが不十分な生徒もいたこと
がうかがえる。古典に表れたものの見方や考え方を知るために，現代語訳や語注を手掛かりに作品を読ませたり，関連する本や文
章を紹介したりするなどの指導上の工夫が必要である。

文学的な文章

　小問１は凜の気持ちを踏まえて解答する問題であった。正答率は８割を超え，概ねできていた。
　小問２のⅢは，本文から読み取ったことを，前後の文脈に合わせて自分なりに考えて書く力が不足している解答が見られた。

小問３は航大の行動や心情を話の展開に沿って並べ替える問題であったが，正答率が最も低かった。また，小問４については凜
の決心に至るまでの経過を踏まえていない解答がみられた。学習の場面において，場面の展開や登場人物の相互関係を捉えさ
せたり，心情などの変化を把握させたりすることが必要である。登場人物の心情は，人物相互の関係に基づいた行動や会話，情景
などを通して暗示的に表現されている場合もあるため，本文の描写を丁寧に捉えさせるような指導の工夫が求められる。

説明的な文章

（注）　 ☆　：目安点対象の要素を含むの意。

作文

68.2

10

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（国語）
問 題 内 容 県 正 答 率

90 100

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

60 7030 40 500 20

小問１は言葉の特徴や使い方に関する事項を問う空欄補充の問題で，概ねできていた。小学校における「思考に関わる語句」の
学習も踏まえ，抽象的な概念を表す語句の量を増すことが求められる。

小問３については，本文中で述べられた日本語会話と英語会話の比較について生徒がまとめたノートに関する空欄補充の問題
で，全体的によくできていた。

小問４については，本文全体を踏まえて記述する必要があったが，傍線部の直前をそのまま抜き出しただけの不十分な解答が散
見された。説明的な文章においては，文章の中心的な部分と付加的な部分，主張と例示の関係，論理の展開の仕方を捉えさせる
指導が必要である。

78.9

83.2

69.0

89.0

4

49.4

71.6

85.2

35.2

49.2

58.9

51.9

☆

93.5

83.4

☆

62.9

53.4

53.4

92.2

42.7

☆

☆

☆

24.0

2

25.7

☆

3

☆
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(2) 国語の問題（著作権法に基づき，掲載は１，３，５とします。） 
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(2) 国語の問題 
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(2) 国語の問題 
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(3) 国語の解答例 
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７　社会について

学年
％

1

1 大陸と海洋の分布 中１
2 緯度や経度の仕組みや性質 中１
3 世界の人々の生活 中１
4 アメリカ合衆国の人種・民族 中１
5 資料を読み取る技能 中１
6 農業と環境問題 中１
7 インドのＩＣＴ関連産業の進展 中１
1 都道府県の位置 中２
2 日本の伝統文化 中２
3 濃霧発生の地理的要因 中２
4 各県の農業の特徴 中２
5 首都東京 中２
6 (1) 地形図の読み取り 中２

(2) 地形と産業との関わり 中２

・

・

・

2

1 ① 縄文時代 中１
② 戦国時代 中１

2 世界の古代文明の文字 中１
3 日本と中国との交流史 中１
4 室町時代の文化 中１
5 幕末の雄藩の改革 中２
6 フランス革命 中２
1 ① 明治時代の民主化運動 中２

② 第二次世界大戦の終結 中２
2 明治政府の施策 中２
3 大久保利通の業績 中２
4 日清戦争と日露戦争の比較 中２
5 20世紀の出来事の流れ 中３
6 石油危機の日本における影響 中３

・

・

・

・

3

1 国連機関の名称と役割 中３
2 非営利組織の名称 中３
3 インフォームドコンセント 中３
4 我が国の行政改革 中３
5 住民の直接請求権 中３
6 (1) 情報活用の問題点 中３

(2) レポート作成時の留意点 中３
1 SDGｓ 中３
2 価格 中３
3 流通経路 中３
4 ワークライフバランス 中３
5 為替と消費行動 中３
6 赤字国債発行の問題点 中３

・

・

・

・

,

　(1)　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（社会）

　大問３（公民的分野）は，大問１（地理的分野），大問２（歴史的分野）と比較して，最も正答率が低かった。３年時に学ぶ公民分野の学習内容の定
着に工夫が必要である。
　中問Ⅰ小問４は，選択問題で，正答率が26.3％と低く，行政改革の具体までの理解には至っていないことがうかがえる。基礎的用語の丁寧な説
明と定着を再度行っていきたい。
　中問Ⅰ小問６は，身近な話題であったが，(１)の正答率が30.2％と低かった。また，中問Ⅱ小問５のエシカル消費についても最近使用されるように
なった用語である。実生活や自分たちの身の回りと関連付けた学習指導が必要である。
　中問Ⅱ小問６は，正答率が29.7％と低かった。グラフの状況が何を意味するのか（将来世代への負担，財政の硬直化）まで至っていない解答や
字数が満たない解答，白紙解答がみられた。グラフや資料を読み解く際の視点やポイントが身に付くような授業の工夫が必要である。

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

Ⅱ 90.2
52.3

☆

66.7

29.7

38.1
26.3

47.3

公民的分野を主とする問題 49.8
Ⅰ 67.3 ☆

79.2

36.1

Ⅱ 57.2 ☆
81.0
54.5
55.5
63.5

41.7
21.6

Ⅰ 65.4 ☆
86.0
56.7

☆

57.1
66.4
28.7

41.9

　中問Ⅰ小問２では，地図の空間的な捉え方を問う問題で，正答率は41.5％とやや低かった。また，小問６は正答率が19.3％と全問中最も低くなっ
た。誤答として，「あぶらやし」を「やし」「パイナップル」としたり，写真をあぶらやしの伐採の様子と誤ってとらえたりしたものがあった。 用語の意味だ
けでなく，用語同士の関連性や写真等の他資料との関連性等まで視野を拡げて学習するような指導の工夫が必要である。
　中問Ⅱ小問１は，正答率35.0％と低く，都道府県の位置という基本的知識が完全に定着していないことがうかがえる。また，中問Ⅱ小問５は，正答
率が21.6％と低かった。円グラフを示しながら基礎的な知識を問う問題であったが，未定着であることがうかがえる。教科書や地図帳掲載の地図の
写真や図，グラフ等の資料等と知識を関連付けることができる指導の工夫が必要である。
　中問Ⅰ・Ⅱともに最後の小問は，複数の資料から情報を読み取り，それを表現する問題で，正答率がいずれも約60％と概ね良好な結果であっ
た。授業等の指導により，思考力，判断力，表現力が定着・伸張しつつあることがうかがえる。

歴史的分野を主とする問題 57.4

95.3

62.1
Ⅱ 35.0

62.5

60.2

21.6
69.2

19.3

地理的分野を主とする問題 57.0
Ⅰ 95.9 ☆

41.5

☆

76.5
71.8

60 70 80 90 100

問 題 内 容 県 正 答 率
0 10 20 30 40 50

☆

55.6

39.2
30.2

67.5

☆
59.4

　中問Ⅰ小問１①②は正答率が高く，基礎的用語の定着の高さがうかがえるが，誤答として「土隅」「鉄胞」等の文字誤答があった。国語とも併せて
漢字等の学習も丁寧に指導したい。
　中問Ⅰ小問５は，正答率が28.7％と中問Ⅰ中で最も低かった。小問の問題文章中の言葉をそのまま引用した「武器を製造」や，資料を用いず「兵
の強化」と記載する解答がみられた。写真等資料から情報を読み取る際のポイントについて指導が必要である。
　中問Ⅱ小問１②は，正答率は81.0％で，中問Ⅱ中で最も高かった。①は正答率57.1％にとどまった。誤答として，｢護憲（運動）」「三・一独立（運
動）」等がみられた。似た用語，混同しやすい用語があるので，それぞれ背景や流れも含めた丁寧な説明が必要である。
　中問Ⅱ小問５は，正答率が21.６％と低く，現代史の内容の定着度の低さがうかがえる。現代史は例年正答率が低い傾向がある。シラバスに基づ
いて現代史の時数を十分確保しつつ，生徒自身の今につなげながら現代史の学習ができるようにする必要がある。
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(3) 社会の解答例 
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８　数学について

学 年
％　

1

(1) 整数の四則計算 小４

(2) 分数の計算 小６

(3) 平方根の計算 中３

(4) 素因数分解の利用 中１

(5) 文字式の利用 中２

2 因数分解 中３

3 割合 小５

4 角度 中２

5 標本調査 中３

・
・
・
・
・

・
・
・

2

1 ねじれの位置 中１

2 反比例・一次関数・２乗に比例する関数のグラフ 中３

3 作図 中１

4 確率 中２

5 連立方程式 中２

・
・
・

・

3

1 中央値 小６

2 ヒストグラム 中１

(1) 整数の四則演算 小４

(2) 度数折れ線 中１

① 箱ひげ図 中２

② 箱ひげ図 中２

③ 箱ひげ図 中２

④ 箱ひげ図 中２

・
・
・
・

4

1 関数の値とグラフ 中３

2 平均の速さ 中３

(1) ２乗に比例する関数の利用 中３

(2) 一次関数の利用 中２

・
・
・
・

5

1 円周角の定理 中３

a 三角形の合同の証明と正三角形の性質 中２

b 三角形の合同の証明と正三角形の性質 中２

c 三角形の合同の証明と正三角形の性質 中２

d 三角形の合同の証明と正三角形の性質 中２

e 三角形の合同の証明と正三角形の性質 中２

(1) 図形における等式の利用 中２

(2) 三平方の定理 中３

(3) 相似な図形の面積比 中３

・
・
・
・

☆

☆

☆

☆

48.3

24.0

6.9
2.4

22.4

48.2
68.7
35.3

64.1
47.3

63.3
97.8
91.7
71.2

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（数学）
問 題 内 容 県 正 答 率

1

☆

☆

54.7
84.2

100

基本的な計算・知識

40 50 60 70 80 900 10 20 30

　小問１(1) ，(2)は，よくできていた。(2)の誤答として通分ができていないと思われるものがあった。
　(3)では，誤答として有理化ができていないものがあった。
　(4)では，誤答として72を答えず，8 , 24 だけの解答があり，１やその数自身も約数となることを理解させたい。
　(5)では，誤答としてアを含める解答があった。５の倍数は「５×自然数」の形で表すことができることを理解させたい。
　小問２は正答率が低く，誤答として 「x(a-b)-y(a-b)」 ，「a(x-y)+b(-x+y) 」などがあった。因数分解の意味をしっかりと理解させた上で，文字式
での計算の習熟を深めることが重要である。
　小問３では，問題文の読み取りが不十分で176円を10%引きした158.4という誤答が多かった。
　小問４では，誤答として60 , 45 があった。図形の基本的な性質を理解し，試行錯誤しながら思考する活動が大切である。
　小問５では，誤答として1000個が多かった。赤玉と白玉の合計と思われる。問題文をしっかりと理解し，考察させる指導の工夫が必要である。

38.4
59.9

数学的な見方や考え方

　小問１では，誤答としてイが多い。授業で様々な立体に触れさせる場面をもつことが大切である。
　小問２では，誤答としてエが多い。a と b が異符号であることから放物線のグラフが上に凸になることを見抜けていないと思われる。
　小問３では，線分ＡＢの垂直二等分線まで作図できているものが多かった。作図の授業等においても数学的な思考力，判断力，表現力の涵
養を図るような活動が必要である。
　小問４は，おおむねできていた。小問５では，立式「 x+y=240」 のみが多かった。生活の中の身近な事柄から課題を発見し，数学的に解決し
ていく活動を充実させたい。

51.0
60.9
48.4

データの活用

3

4

83.7
77.8
43.9
87.7
71.2
74.8

　小問１では，誤答として 22.4 が多かった。データを大きさの順に並べず，６月と７月の平均を計算したと考えられる。
　小問２，３(1)は，よくできていた。小問３(2)では，誤答として９月と正解しているが，（理由）の説明が不十分のものが多かった。
　小問４では，①②③に比べ④の正答率が低かった。箱ひげ図や四分位数についての知識・理解を着実に付けさせたい。
　授業では鹿児島県を題材とした問題等に取り組ませることで，数学の世界と日常生活の事象との結び付きを実感し，数学を実生活や日々の
学習に生かそうとする態度を育成することが大切である。

45.0

65.7

　小問１では，誤答として円周角の定理に気付かず，見た目で答えたものも多かった。
　小問２では，空欄補充のため，よく取り組んでいた。授業では事象を簡潔・明瞭・的確に表現する活動を充実させたい。
　小問３(1)では，問題条件に気付かないものも多かった。小問３(2)(3)では，無解答が多かった。
　普段の授業における主体的・対話的で深い学びの充実やＩＣＴの活用は重要であり，タブレット等を使ってグラフを描画し，話し合った内容を
文章で表現するなどの活動も数学的な思考力，判断力，表現力の涵養に効果的である。

2

3

38.8

3

関数とその応用

52.9
45.6

0.4
20.5

82.8
75.9

17.8

　
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

　小問１は，おおむねできていた。小問２は，正答率が低くかった。平均の速さの意味を理解できていないと考えられる。
　小問３(1)では，立式のみで計算ができていないものもあった。無解答も多かった。
　小問３(2)では，正答率が低く，無解答も多かった。複雑な事象を数学的に考察し，思考・判断・表現する活動を充実させたい。
　日常生活や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って，事象の数学的な特徴や他の事象との関係を粘り
強く考察する活動を授業の中で充実させていくことが大切である。

平面図形とその応用

0.1

56.0

27.1
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(3) 数学の解答例 
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９　理科について

学年

％

1

1 日本の天気 中２

2 ルーペの使い方 中１

3 陰極線 中２

4 物質の分類 中３
(1) 中和反応 中３
(2) 微生物のはたらき 中３
(1) 速さ 中３
(2) 地震波 中２

・
・
・
・
・

2
Ⅰ 1 凝灰岩 中１

2 柱状図 中１
3 化石 中１
4 地層の重なり 中１

Ⅱ 1 木星型惑星 中３
2 地球型惑星と木星型惑星 中３
3 惑星の特徴 中３
4 地球と惑星の体積の比較 中３

・
・

・
・
・

3

Ⅰ 1 水溶液 中１

2 飽和水溶液 中１

3 再結晶 中１

4 再結晶の計算 中１

Ⅱ 1 密度 中１
(1) 化学反応式 中２
(2) 金属の酸化 中２

・
・
・
・
・

4

Ⅰ 1 細胞のスケッチ 中２

2 細胞壁 中２

3 核 中２

4 葉緑体 中２

Ⅱ (1) 有性生殖 中３
(2) 遺伝の規則性 中３

2 有性生殖と無性生殖 中３

3 組織と器官 中２
・
・

・
・

5

Ⅰ (1) 位置エネルギーと電気エネルギー 中２
(2) 発電の効率 中３

2 エネルギーの変換 中３

3 水力発電 中３

Ⅱ 1 フックの法則（グラフの書き方） 中１

2 力のつり合いと作用・反作用の法則 中３

3 力の合成 中３
・
・
・
　
・
・

☆

☆

☆

☆

☆

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（理科）

問 題 内 容 県 正 答 率

0 50 9060

76.9
77.8

70 80 100

78.3
☆

☆

☆

10 20 30 40

64.7
70.3
86.2

　小問１では，「梅雨」，「閉そく前線」の誤答が見られた。
　小問２では，正答率が78.2％と高かった。日頃の授業より，ルーペなど観察・実験器具の正しい扱い方などを身に付けさせたい。
　小問４では，正答率が77.8％と高かった。一方で片方のみ正解で「亜鉛」，「水素」を選択している誤答が見られた。
　小問５(2)では，「変換」，「変化」の誤答が見られた。用語を正しく捉えるようにさせたい。
　小問６(1)は，正答率が比較的高いが，普段からグラフから速さに関する情報を読み取り計算するといった基本的な情報処理の技能を身に付けられるよう授
業展開の工夫を図りたい。

地球領域の問題

領域を融合させた問題 74.3

☆

55.2
76.4

70.2

72.0

83.6
53.9
44.4

5

6

70.4

74.1

55.9

2

51.0
4.5
86.8

　中問Ⅰ小問１は，正答率が51.0％と低い。基本的な知識の定着が十分に図られていないと考えられる。
　中問Ⅰ小問２は，正答率が4.5％と低く，飽和水溶液200gを溶媒200gと解釈して75.6gとする誤答が多く見られた。
　中問Ⅰ小問４は，正答率が24.8％と低く，再結晶に関する理解と思考力を高められるような授業展開を工夫したい。
　中問Ⅱ小問１は，正答率が62.8％であったが，密度をグラフで表して金属を同定するという考え方についても思考力を育成したい。
　中問Ⅱ小問２(2)は，正答率が17.4％と低かった。グラフから必要なデータを読み取り，立式をするための思考力や計算力を育成したい。

生命領域の問題

42.2

　中問Ⅰ小問１，２は，正答率が高く，地層に関する基本的な知識の理解と新旧関係についての考察ができている。
　中問Ⅰ小問４は，正答率が44.4％と低く，粒の大きさの変化と海の深さの関係を正しく表現できていない解答が多く見られた。内容を理解したうえで，正
しく表現する力を育成したい。
　中問Ⅱ小問１，２は，正答率が70％台と高く，基本的な知識の定着が比較的できている。
　中問Ⅱ小問３は，正答率が42.2％と低い。惑星の特徴に関する文章と図から判断する問題であったが，Ａで「月」や「水星」といった誤答が見られた。
　中問Ⅱ小問４は，正答率が18.5％と低く，数学的な考察について理解が不足していることがうかがえる。「４」，「16」の誤答が見られた。
　

粒子領域の問題 39.3

44.5
51.7

　中問Ⅰ小問１～３は，正答率が80％前後と高い。動物と植物の細胞に関する基本的な内容の定着は図られていると考えられる。
　中問Ⅰ小問４は，正答率が42.1％と低い。光合成のはたらきを「酸素を放出すること」と捉えている誤答が多く見られ，生命現象の本質を理解していな
い。１つ１つの用語についての正しい理解を図っていきたい。
　中問Ⅱ小問１(2)は，正答率が7.8％と低く，「Ａａ」や「ａａ」の誤答が多く見られた。
　中問Ⅱ小問２は，正答率が44.5％と低く，染色体について触れていなかったり，表現があいまいな解答が見られたりした。１つの問いに対して，正しく明
確に表現する力を身に付けられるよう授業展開の工夫を図りたい。

エネルギー領域の問題 46.1

24.8
62.8

83.1
42.1

51.8

1

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

17.4

59.3
46.4

　中問Ⅰ小問１(1)(2)は，正答率がそれぞれ38.5％，19.2％と低い。特に発電効率に関する理解や計算力が不足している。
　中問Ⅰ小問２，３は，正答率が70％台と高い。エネルギーの変換と発電に関する基本的な知識は身に付いている。
  中問Ⅱ小問１は，正答率が59.3％であった。折れ線グラフをかいていたり，「・」が正確に打たれていなかったりする解答も見られた。グラフの作成の技
能をしっかりと身に付けておくことが大切である。
　中問Ⅱ小問２は，正答率が46.4％と低く，作用反作用と力のつりあいを混同している誤答が見られた。
　中問Ⅱ小問３では，正答率が21.3％と低く，反比例のグラフを選ぶ誤答が多かった。授業では，実験を行う際に，探究の過程を踏まえた指導の工夫を図り
たい。

1

78.2

18.5

19.2

71.2

21.3

7.8

76.4

77.2
75.3

38.5
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(3) 理科の解答例 
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10　英語について

学年
％

1

1 対話の内容に合う絵を選択する問題 中１ ☆
2 対話を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中１ ☆
3 対話を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中１
4 対話を聞いて，概要を捉える問題 中１
5 説明を聞いて，概要を捉える問題 中３ ☆
6 説明を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中２
7 スピーチを聞いて，話の要点を捉える問題 中３
8 対話を聞いて，英語の質問に対する答えを英語で書く問題 中２

・

・

・

・

2

① 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中２ ☆
② 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中１ ☆
① 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中２
② 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中１
③ 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中１
（１） 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中１
（２） 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中２
（３） 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中２

4 イラストに従って，時系列にまとまりのある英文を書く問題 中３
・

・

・

・

3

Ⅰ 1 文脈に沿って，空所を補って英文を完成する問題 中２ ☆
2 文脈に沿って，英語の質問に英語で答えを書く問題 中２
3 文脈に沿って，空所を補って英文を完成する問題 中２

Ⅱ 1 図表にある情報を整理し，対話文を完成する問題 中２
2 図表にある情報を整理し，対話文を完成する問題 中２

Ⅲ 英文の要点を答える問題 中３

・

　
・

・

4

1 概要を読み取る問題 中２ ☆
Ａ 英文の情報を読み取り，空所を補って英文を完成する問題 中３
Ｂ 英文の情報を読み取り，空所を補って英文を完成する問題 中２

3 英文の情報を読み取り，適切なグラフを選ぶ問題 中３
4 英文の情報を読み取り，空所を補って英文を完成する問題 中３
5 下線部の内容を日本語で説明する問題 中３
6 図を参考に，自分の意見を英語で書く問題 中２

・

・

・

2

34.5
68.5
66.6
51.3

32.6

11.4

15.5
40.3

64.1
99.7
97.8
61.2
49.7
86.0

　大問１は，「聞くこと」に関する問題を出題した。「聞くこと」の理解力をみる小問や，対話や説明に関する英語の問いを聞き取り，英語で解答する小
問，さらに登場人物の立場となって対話の流れに沿った発言を考えて書く小問を出題した。
　「聞くこと」の理解力をみる問題（小問１，２，５，６）の正答率は高かったが，聞いたことに関して単語や英文で書いて解答する問題（小問７，８）は正答
率が低かった。聞くことに関する思考力，判断力，表現力を評価する問いの正答数が少なかった。
　授業では，生徒が英語で積極的に話したり聞いたりする言語活動や英語特有の音声や綴りと発音の関係に習熟する練習を多く取り入れたい。目的や
場面，状況を生徒に意識させて，文脈や使用場面に応じて，適切にコミュニケーションを図れるかどうかを確認しながら，指導したい。
　聞き取った内容に関して自らの考えや意図を適切に伝えることができるよう，基本的な語いや表現を身に付けさせたい。
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(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（英語）
問 題 内 容 県 正 答 率
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放送による聞き取りテスト

78.1
25.1
27.1

30 40 50

英文の概要や要点を正確に把握する問題

58.5

適切な表現力をみる問題

52.9

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

長文総合問題
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　大問２は，表現の領域に関する問題を出題した。口語表現やコミュニケーションの目的を果たすための文法事項や基本的な語句の知識・技能が身に
付いているかどうかを問うた。また，与えられた条件に基づき，適切に英語を書いて伝えることができるかどうかをみる問題を出題した。正答率は，小問１
は高かったが，小問２，小問３の（２），（３）は低かった。
　小問２は対話の流れと英語の定義を基に適切な語を書く問題である。全ての設問において正答率は低かった。授業では，基本的な語句について，そ
の意味を英語で理解させたい。綴りの誤りで減点される場合もあるので，単語を正確に書く力も付けさせたい。
　小問３はコミュニケーションの目的を達成するための文法力をみた。言語活動で，基本的な動詞の過去形（不規則変化）が適切に使えるよう表現に慣
れ親しませたい。また，完了形等の文法知識を，使用場面を意識しながら，言語活動をとおして適切に活用させたい。
　小問４は，イラストに従って，時系列にまとまりのある英文を書く問題を出題し，基本的な語句や表現を正しく用いて，書く内容を適切に表現する力を
みた。自分の経験や出来事を述べることは，日常生活でよくあることであり，習熟させたい事項である。授業では，話の展開を示すつなぎ言葉を含めた
語いや表現，文法等の定着を図り，出来事や経験，及びその感想等を表現する言語活動を豊富に取り入れたい。

　大問３は，日常的な話題や社会的な話題について,文脈に沿って内容を理解し，英語で記述する問題や図表等から詳細を読み取って答える問題，要
点を捉える力をみた。学習指導要領に沿って，社会的な話題を扱う問題や思考力，判断力，表現力等を問う問題を出題した。全体的な正答率は高め
であった。
　中問Ⅰの２，３は正答率が低かった。解答に必要な情報を読みとり，文脈に沿って適切に表現する力を付けさせたい。英語の質問に対して英語で解
答する設問の正答率が低いため，英語の質問に英文で書いて答える活動を増やしていきたい。中問Ⅱは，図表と対話から必要な情報を読み取り答え
る問題，中問Ⅲは英文の概要を捉える問題であった。
　授業では，教科書だけでなく，初めて扱う英文や図表から，書き手の意図を理解するのに必要となる要点や情報を読み取り，英文の概要を捉える活
動を導入したい。また，教科書の内容を図表を用いて理解したり表現したりする活動も効果的である。さらに，自己表現活動等で，既習の言語材料を用
いて表現する力を伸ばしたい。

　大問４は，箸に関する発表原稿を通して，使用したスライドやグラフを選ぶ問題や「読むこと」と「書くこと」を関連付けた問題などを出題した。語数は昨
年度と比較して増加した。
　社会的な話題において，概要を読み取る力や必要な情報を読み取る力をみる小問１，小問３は正答率が高かった。まとまりのある文章から必要な情報
を読み取る小問２，４，５は正答率が低かった。説明文，意見文，対話文，物語文などの文体，日常的な話題や社会的な話題の各話題に応じて，コミュ
ニケーション上重要となる必要な情報や概要，要点を捉えられるよう，様々な読み方を指導したい。
　小問６は，登場人物の立場になって電子書籍と紙の書籍のどちらが良いと考えるかについて，英語で表現する特徴的な問題であった。図を利用し
て，英語で十分な表現を用いて解答しているものから，白紙や具体性のないものなどまで解答は多岐に渡っていた。授業では読んだり聞いたりした内
容について自分の考えや意見を書く活動を取り入れて，正確さや流ちょうさを高めつつ，まとまりのある文章を書く力を付けさせたい。
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(2) 英語の問題 
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 (3) 英語の解答例 
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